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坂谷愛季，江藤宏美，小橋川直美：哺乳力の弱いことが予測される新生児の母親に対して搾乳を行うことの効

果. 母性衛生 64(3): 171, 2023.
山下　和，神徳備子，江藤宏美：女子学生におけるビタミンDと睡眠を主とする生活習慣との関連探索. 日本助

産学会誌 37別冊: 180, 2023.

石上眞衣，板川幸花，江藤宏美：深部体温計を用いた睡眠・覚醒リズム：性差・年齢差の検討. 日本助産学会誌

37別冊: 184-185, 2023.

石本裕士,中島章太,時任高諄,奥野大輔,由良博一,千住博明,竹本真之輔,城戸貴志,坂本憲穂,石松祐二,迎 寛：気管支

肺胞洗浄による気胸の自験例. 気管支学 45(3): 236, 2023.

石本裕士,原 敦子,小笹 睦,森山咲子,時任高諄,奥野大輔,由良博一,城戸貴志,坂本憲穂,石松祐二,迎 寛：びまん性肺

疾患に対するTBLC 長崎大学の実績報告. 気管支学 45(3): 236, 2023.

春田優菜，長浦由紀，加藤千穂，岡島　義，江藤宏美，近藤英明：大学生の不眠に対するデジタル認知行動療

法の有効性 シングルアームパイロット研究. 日本睡眠学会定期学術集会・日本時間生物学会学術大会合同大会プ

ログラム・抄録集 : 297, 2023.

高橋実紗子，宮崎あすか，周尾卓也，江藤宏美，近藤英明：妊婦レストレスレッグ症候群と関連するビタミンD
欠乏状態のcut-off値について. 日本睡眠学会定期学術集会・日本時間生物学会学術大会合同大会プログラム・抄

録集 : 269, 2023.

石本裕士,由良博一,赤羽目翔悟,小笹 睦,宮下律子,時任高諄,奥野大輔,筒井 伸,城戸貴志,坂本憲穂,石松祐二,福岡順

也,迎 寛：経気管支縦隔リンパ節鉗子生検が診断に有用であったIgG4関連疾患の一例. 日本サルコイドーシス/肉
芽腫性疾患学会雑誌 43(サプリメント号): 81, 2023.

江藤宏美，本多由依，神徳備子，細野茂春：「位置的頭蓋変形症から見えてきた頭蓋健診の重要性」周産期か

らの予防（助産師の立場から）. 日本新生児成育医学会雑誌 35(3): 497, 2023.

柚木理恵，神徳備子，江藤宏美：早期新生児の臍帯消毒の必要性の検討. 保健学研究 36: 9-19, 2023.

松崎進也,岩永絵里,杣川舞子,神近彩香,松尾 和,山田絵理佳,三浦沙織,松浦江美：看護師のワーク・エンゲイジメ

ントに関連する要因の検討. 保健学研究 36: 1-8, 2023.

松井香子，江藤宏美：助産師のリスキリング～オンデマンド配信学習2022. 保健学研究 36: 21-25, 2023.

小林康江，中込さと子，荒木奈緒編集：看護基礎教育テキスト ナーシング・グラフィカ（2）「母性看護の実

践」第1版. 株式会社メディカ出版 : 43-52, 2023.

中込さと子，小林康江，荒木奈緒編集：看護基礎教育テキスト ナーシング・グラフィカ（1）「概論・リプロダ

クティブヘルスと看護」第1版. メディカ出版 : 135-139, 2023.

江藤宏美：産褥期のケア 新生児期・乳幼児期のケア. 日本看護協会出版会 : 135-139, 2023.

我部山キヨ子編集：助産学講座10 助産管理. 医学書院 : 163-166, 2023.

石松祐二：呼吸器疾患最新の治療2023-2024. 南江堂 : 448-451, 2023.

藤堂知未，神徳備子，江藤宏美：初産婦における会陰マッサージの教育プログラムによる実施率向上に向けた

研究. 看護科学研究 22: 1-12, 2023.
富永哲郎、野中　隆、小山正三朗、高村祐磨、澤井照光、永安　武：腸管アミロイドーシスを併存したS状結腸

癌の1例. 日本臨床外科学会雑誌 84(4): 615-619, 2023.

山本真実，江藤宏美，渡邊浩子，松﨑政代，小黒道子，橋本麻由美，片岡弥恵子：助産師による避妊教育・相

談に関する実態調査. 日本助産学会誌 37(1): 39-48, 2023.

佐藤信二,佐々木規子,本田純久,高尾真未,松本 正,松本 恵,森藤香奈子：がんゲノム医療・遺伝看護に関する看護

師の関心・認識の実態調査. 日本遺伝看護学会誌 22: 1-8, 2023.

3



10 .

11 .

12 .

13 .

14 .

15 .

16 .

17 .

18 .

19 .

20 .

21 .

22 .

23 .

24 .

25 .

B-e-2
1 . 石松祐二：生理検査のUp to Date 呼吸器疾患における生理機能検査を考える. 日本臨床検査医学会誌 71(補冊): 27,

2023.

石松祐二, 海部佳純, 坂本憲穂, 神津 玲, 花田匡利, 迎 寛：間質性肺疾患患者の臨床評価項目と身体活動量との関

連. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 33(Suppl): 178s, 2023.

石本裕士, 由良博一, 赤羽目翔悟, 小笹 睦, 宮下律子, 時任高諄, 奥野大輔, 筒井 伸, 城戸貴志, 坂本憲穂, 石松祐二,
福岡順也, 迎 寛：経気管支縦隔リンパ節鉗子生検が診断に有用であったIgG4関連疾患の一例. 日本サルコイドー

シス/肉芽腫性疾患学会雑誌 43(サプリメント号): 81, 2023.

時任高諄, 城戸貴志, 佐藤俊太郎, 田代将人, 奥野大輔, 由良博一, 高園貴弘, 石本裕士, 坂本憲穂, 田中健之, 尾長谷

靖, 石松祐二, 伏見清秀, 泉川公一, 迎 寛：COVID-19　治療　DPCデータを用いたCOVID-19に対するステロイド

パルス使用の現状と有効性の検証. 日本呼吸器学会誌 12(増刊): 179, 2023.

城戸貴志, 原 敦子, 坂本憲穂, 加藤丈晴, 渕上麻衣, 山内俊輔, 時任高諄, 奥野大輔, 由良博一, 石本裕士, 今泉芳孝, 尾
長谷 靖, 石松祐二, 柳原克紀, 迎 寛：肺リンパ腫のBALFを用いた分子生物学的診断法の確立. 日本呼吸器学会誌

12(増刊): 222, 2023.

石本裕士, 小笹 睦, 原 敦子, 奥野大輔, 時任高諄, 由良博一, 城戸貴志, 坂本憲穂, 石松祐二, 尾長谷 靖, 迎 寛：過敏

性肺炎の診断におけるクライオ生検の有用性. 日本呼吸器学会誌 12(増刊): 243, 2023.

尾長谷 靖, 入来 隼, 深堀 範, 高田寛之, 松永昭一, 福島千鶴, 永江由香, 竹本真之輔, 坂本憲穂, 石松祐二, 迎 寛：喘

息患者における「咳音」「発声音」解析による呼吸機能と気道抵抗の予測に関する検討. 日本呼吸器学会誌

12(増刊): 336, 2023.

及川真人, 花田匡利, 名倉弘樹, 竹内里奈, 坂本憲穂, 石本裕士, 城戸貴志, 石松祐二, 迎 寛, 神津 玲：間質性肺疾患

患者における呼吸サルコペニアの有病率と臨床的特徴. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 33(Suppl):
166s, 2023.

江藤宏美：産科領域における睡眠問題とそのアプローチ 妊産婦の眠りを取り戻せるか～うつや自殺からの脱却

を目指して. 日本睡眠学会第45回定期学術集会・第30回日本時間生物学会学術集会プログラム・抄録集 : 239,
2023.

高橋実紗子，宮崎あすか，周尾卓也，江藤宏美，近藤英明：血清25(OH)ビタミンD濃度はどれくらい低値となる

と妊婦レストレスレッグ症候群に関連するのか？. 2023年度日本プライマリケア連合学会長崎県支部学術集会抄

録集 : 10-11, 2023.

早瀬麻子，南嶋里佳，江藤宏美：助産師の防災意識に影響する要因. 第28回日本災害医学会学術集会・抄録集 :
378, 2023.

岳 こなみ,黒田裕美,田中準一,藤本裕二,松浦江美：精神科看護師の看護実践能力に関連する要因の検討. 第43回日

本看護科学学会学術集会講演集 : 221-222, 2023.

小笹 睦, 石本裕士, 奥野大輔, 時任高諄, 城戸貴志, 坂本憲穂, 石松祐二, 迎 寛：経気管支クライオ肺生検における

吸引チューブを用いたバルーン止血用フォガティカテーテルの挿入方法. 気管支学 45(Suppl):  S230, 2023.

城戸貴志, 坂本憲穂, 石本裕士, 城戸久美子, 野口康子, 小笹 睦, 時任高諄, 奥野大輔, 由良博一, 尾長谷 靖, 迎 寛, 末
松貴史, 石松祐二, 田中義正, 竹内万彦

奥山葉子，眞鍋えみ子，石尾由美，高田昌代，江藤宏美：助産学共用試験としてのOSCE実用化に向けての現状

と課題（1）－助産診断・技術学に関する教育・演習方法－. 日本助産学会誌 37別冊: 266-267, 2023.

眞鍋えみ子，奥山葉子，石尾由美，高田昌代，江藤宏美：助産学共用試験としてのOSCE実用化に向けての現状

と課題（2）－OSCEへの認識と実施状況，試験的な導入への課題－. 日本助産学会誌 37別冊: 265-266, 2023.

石尾由美，奥山葉子，眞鍋えみ子，高田昌代，江藤宏美：助産学共用試験としてのOSCE実用化に向けての現状

と課題（3）－自由記述による試験的な導入への課題－. 日本助産学会誌 37別冊: 267, 2023.
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学会発表数

社会活動

江藤宏美・教授 英文誌編集委員会（Managing Editor） 公益社団法人 日本看護科学学会

江藤宏美・教授 理事 日本頭蓋健診治療研究会

江藤宏美・教授 理事 一般財団法人日本助産評価機構

江藤宏美・教授 将来構想委員会委員 公益社団法人 全国助産師教育協議会

江藤宏美・教授 会長 一般社団法人 長崎県助産師会

江藤宏美・教授 常任理事 長崎県母性衛生学会

江藤宏美・教授 編集委員会委員 一般社団法人 日本助産学会

江藤宏美・教授 評価基準検討委員会委員 一般財団法人日本看護学教育評価機構

江藤宏美・教授 評議員 聖路加看護学会

江藤宏美・教授 ガイドライン委員会 一般社団法人 日本助産学会

田中準一・准教授 Expert Reviewer CIN: Computers, Informatics, Nursing

田中準一・准教授 英文誌編集委員会（Subject Editor） 日本看護科学学会

石松祐二・教授 評議委員 日本サルコイドーシス/肉芽腫性疾患学会

田中準一・准教授 代議員 日本疫学会

石松祐二・教授 地方労災委員 長崎労働局

石松祐二・教授 長崎労災保険診療指導委員 長崎労働局

石松祐二・教授 代議員 日本呼吸器学会

石松祐二・教授 委員 長崎県福祉保健審議会

黒田裕美・教授 専任査読委員 日本看護研究学会

黒田裕美・教授 代議員 日本看護科学学会

黒田裕美・教授 九州・沖縄地方会役員 日本看護研究学会

黒田裕美・教授 評議員 日本看護研究学会

澤井照光・教授 委員 長崎市社会福祉審議会

黒田裕美・教授 専任査読委員 日本循環器看護学会

澤井照光・教授 環境保健分野研究評価分科会委員 長崎県研究事業評価委員会

澤井照光・教授 がん対策部会大腸がん委員会委員 長崎県保健医療対策協議会

澤井照光・教授 世話人 長崎炎症性腸疾患研究会

澤井照光・教授 疾病・障害認定審査会臨時委員 厚生労働省

澤井照光・教授 運営委員 IBD Club Jr. Kyusyu

澤井照光・教授 世話人 Nagasaki Bowel Club

澤井照光・教授 評議員 日本消化器病学会九州支部

澤井照光・教授 評議員 日本大腸肛門病学会九州支部

澤井照光・教授 評議員 日本ストーマ・排泄リハビリテーション学会

澤井照光・教授 評議員 九州外科学会

澤井照光・教授 評議員 日本大腸肛門病学会

澤井照光・教授 学会評議員 日本消化器病学会

本田純久・教授 評議員 日本老年社会科学会

澤井照光・教授 評議員 日本消化器外科学会

本田純久・教授 評議員 日本健康学会

本田純久・教授 代議員 日本疫学会

松浦江美・教授 専任査読委員 日本看護研究学会

松浦江美・教授 世話人 佐賀県膠原病友の会

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

松浦江美・教授 評議員 日本看護研究学会 九州・沖縄地方会

0 0 2 0 5 48

A-a A-b B-a B-b
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

本田純久・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「高齢者の
介護購買力が家族介護者の仕事と生活に与え
る影響」

田中準一・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「脳卒中患
者に対する環境調整介入によるせん妄予防効
果の検証」

石松祐二・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「間質性肺
疾患患者の活動能力評価における身体活動量
の意義と身体活動量予測モデル開発」

石松祐二・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 挑戦的研究(萌芽)「健診
未受診者対応から「自ら支援を求めない
人々」の健康生活実現に向けて」

日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「青年期に
おける体罰容認意識の関連要因 ―親性準備性
促進プログラム開発に向けてー」

本田純久・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「イスラー
ムを国教とするバングラデシュにおける女性
の性機能障害の実態と障害への対処」

石松祐二・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「慢性閉塞
性肺疾患患者における呼吸サルコペニアの実
態解明と治療プログラムの確立」

本田純久・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「多文化共
生社会を生きる外国人家事労働者を活用した
高齢者介護モデルの構築」

澤井照光・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「地域にお
ける多施設・多職種協働体制強化により推進
するストーマケアの標準化」

黒田裕美・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「ダウン症
者における在宅での簡易検査を用いた睡眠呼
吸障害の評価と睡眠支援の構築」

科学研究費助成事業 基盤研究(C)「介護職員
として働きながら親を介護している多重介護
者のストレスマネジメントの実際」

研　究　題　目

松浦江美・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「患者力を
高めるためのシミュレーション患者教育プロ
グラムの開発と介入効果」

本田純久・教授 国立がん研究センター 分担
がん研究開発費「共同研究グループのデータ
センター間の連携によるがん治療開発研究の
効率化と質的向上のための研究」

本田純久・教授 日本学術振興会 代表

松浦江美・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「関節リウ
マチ患者に向けた口腔ケア介入モデルの構築
と介入効果および妥当性の検証」

松浦江美・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「膠原病患
者の口腔ケア・口腔内環境の現状及び口腔ケ
ア介入前後の効果に関する研究」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

本田純久・教授
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江藤宏美・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「女性活躍
推進時代に働く男性と女性の子育て社会環境
変革に向けた実装研究」

本田純久・教授 国立がん研究センター
がん研究開発費「共同研究グループのデータセンター間
の連携によるがん治療開発研究の効率化と質的向上のた
めの研究」

江藤宏美・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「孤独感－
自殺プロセスに寄与する睡眠問題の特定と認
知行動療法による孤独予防効果」

江藤宏美・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「妊婦の睡
眠障害に対する『簡易版digital CBT-I』の開
発と評価」

江藤宏美・教授 日本学術振興会
連携研究

者

科学研究費助成事業 アジア・アフリカ学術基
盤形成型「医療安全を重視した母子保健人材
育成グローバルアプローチの研究ネットワー
クの拡大」

江藤宏美・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「産後尿失
禁予防のための超音波による診断システムの
開発」

江藤宏美・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「助産師教
育における実習生の質保証のための助産学共
用試験の実用化と認証システム開発」

江藤宏美・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「実践的看
護臨床薬理学教育モデル(iDrug)に基づいた新
たな教育システムの開発」

江藤宏美・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「周産期医
療におけるDVスクリーニングと支援のスケー
ルアップを目指した実装研究」

江藤宏美・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「助産師た
めの災害時母子支援スキルアッププログラム
の開発」

江藤宏美・教授 日本医療研究開発機構 分担

地球規模保健課題解決推進のための研究事業
「カンボジアにおける分娩監視装置導入と、
その死産・新生児死亡の減少効果に関する研
究開発」

江藤宏美・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 挑戦的研究(萌芽)「妊婦
のレストレスレッグス症候群はビタミンDで改
善の可能性を見出せるか？」

田中準一・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(A)「子供の成
長と生活環境に関するアフリカ出生コホート
研究」

田中準一・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「「アドヒ
アランス」を焦点とした看護診断の根拠レベ
ルの向上」
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その他
 非常勤講師

 新聞等に掲載された活動

 学術賞受賞

江藤宏美・教授 優秀演題賞 日本母乳哺育学会
産後早期の2時点での児とその
両親の睡眠の実態

氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

黒田裕美・教授 日本赤十字看護学会 研究奨励賞 日本赤十字看護学会

「熊本地震被災地域にある医
療施設に勤務する看護師の心
的外傷後ストレス障害の実
態」

江藤宏美・教授
長崎大 乳幼児の頭蓋変形研
究

長崎新聞 2023年5月31日

乳幼児の頭蓋変形に関する研
究を開始した。4か月、1歳
半、3歳児健診の機会に、3Dス
キャナーで頭蓋測定を行い、
国内初で頭蓋変形（斜頭症）
を発生率を調査する。

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

松浦江美・教授
クアオルト健康ウォーキング ニュースエブリイ 2023年9月19日

ヒトも森林などの自然環境、
そして地域も生き生きと！楽
しみながらできるクアオルト
健康ウォーキングが子どもか
ら高齢者までの健康管理、ク
アオルト健康ウォーキング前
後での身体的・心理的効果を
検証していくことについて放
送された。

松浦江美・教授 非常勤講師（看護研究）
独立法人国立大学病院機構嬉野医療センター
附属看護学校

松浦江美・教授 非常勤講師（看護研究） 長崎医師会看護学校

松浦江美・教授 看護職員研修講師（看護研究） 独立法人国立大学病院機構嬉野医療センター

田中準一・准教授 非常勤講師（情報科学Ⅱ） 長崎市医師会看護専門学校

田中準一・准教授 非常勤講師（心と身体の健康学） 長崎純心大学

黒田裕美・教授 非常勤講師（心と身体の健康学） 長崎純心大学

田中準一・准教授 非常勤講師（看護研究） 長崎市医師会看護専門学校

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

黒田裕美・教授 非常勤講師（看護研究） 長崎市医師会看護専門学校
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